
双
頭
龍
文
鏡
（
位
至
三
公
鏡
）
の
系
譜

西

村

俊

範

【
要
約
】
二
世
嚢
半
以
降
・
袋
的
・
鏡
・
一
型
式
・
し
て
通
称
位
至
三
公
築
鷺
森
で
・
、
あ
鏡
の
斐
嚢
胴
体
の
齎
籠
頭
・
㎝

一
個
ず
つ
つ
け
た
双
頭
立
文
で
あ
り
、
文
様
を
細
か
く
分
析
す
れ
ば
そ
こ
に
龍
文
が
く
ず
れ
て
ゆ
く
文
様
変
遷
の
過
程
を
辿
り
う
る
事
を
関
ら
か
に
し
、
　
…

あ
辞
転
難
縄
総
顯
醜
諜
蠕
叢
無
籍
熊
懸
残
響
凍
．
纏
ポ
と
墾
田
鏡
の
裂
差
…

の
境
界
が
、
、
、
の
鏡
に
お
い
て
は
二
世
紀
後
半
に
あ
．
Q
と
推
定
し
た
。
最
後
に
、
以
上
の
分
析
に
基
い
て
、
、
」
の
鏡
の
名
称
を
双
頭
聾
鏡
と
改
め
．
。
事
一

を
提
唱
し
た
。
…
一
；
…
…
‘
…
…
一
　
…
…
　
…
　
一
…
…
史
林
山
矯
傷
一
九
套
一
年
万
酬

双頭龍文鏡（位至三公鏡）の系譜（西村）

【
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
素
首
鏡
・
蔓
鳳
鏡
と
並
ぶ
平
彫
り
文
様
表
現
系
の
鏡
と
し
て
、
俗
に
位
至
三
公
鏡
の
名
で
纒
め
ら
れ
る
鏡
の
一
群
が
あ
る
。
二
世
紀
後
半
か

ら
三
世
紀
に
か
け
て
は
神
獣
鏡
と
並
ん
で
時
代
を
代
表
す
る
鏡
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
持
つ
意
義
も
見
か
け
の
鷹
径
ほ
ど
に
は

小
さ
く
な
い
。

　
た
だ
こ
の
鏡
は
そ
の
最
も
整
っ
た
文
様
表
現
の
も
の
に
極
め
て
多
様
性
が
あ
り
、
獣
首
・
菱
調
薬
鏡
と
の
合
の
子
的
性
格
の
も
の
が
生
じ
て

い
た
り
し
て
窮
め
て
促
え
る
事
が
か
な
り
難
し
く
、
そ
の
上
に
、
最
も
多
く
製
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
型
式
が
実
は
最
も
便
化
し
た
文
様
の
も

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
だ
っ
た
と
い
う
特
殊
事
情
が
重
な
っ
た
為
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
来
他
鏡
に
比
べ
て
あ
ま
り
細
か
い
詮
索
が
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
家
常
貴
富
鏡
と
並

ん
で
、
銘
文
を
船
名
と
し
て
残
す
数
少
な
い
例
と
な
っ
て
い
る
事
に
も
、
そ
の
間
の
事
情
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
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②

　
但
し
、
銘
文
を
盛
名
と
す
る
事
は
、
　
「
内
下
主
文
様
を
も
っ
て
鏡
式
名
の
主
要
部
分
と
す
る
」
大
原
則
に
は
ず
れ
る
ぽ
か
り
か
、
現
実
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
学
問
的
に
無
用
の
混
乱
を
生
じ
る
原
因
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
鏡
に
対
し
て
改
め
て
基
礎
的
な
分
析
を
加
え
て
、

分
類
・
文
様
分
析
・
編
年
・
性
格
づ
け
を
行
な
い
、
合
わ
せ
て
日
本
出
土
鏡
の
分
析
に
も
説
き
及
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
最

終
的
に
は
、
分
析
の
結
果
に
基
い
て
、
従
来
位
至
三
公
鏡
と
呼
称
さ
れ
て
き
た
こ
の
鏡
の
単
名
変
更
を
提
唱
す
る
慕
を
目
ざ
し
て
い
る
。

①
　
従
来
の
理
解
の
程
度
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
樋
口
隆
康
「
位
至
三
公
鏡
」
『
図
解
考
古
学
辞
典
』
（
東
京
、
一
九
五
九
年
）
四

　
二
・
四
一
三
貝

　
樋
口
隆
康
「
位
至
三
公
鏡
」
　
（
世
界
美
術
小
辞
典
、
東
洋
編
・
中
国
考
古
1
）

　
『
芸
術
新
潮
』
一
九
七
四
年
三
月
号
（
東
京
、
～
九
七
四
年
）

　
樋
口
隆
康
「
鏡
鑑
」
『
二
代
の
美
術
』
（
東
京
、
　
一
九
七
五
年
）
二
〇
七
頁

　
樋
口
隆
康
「
鏡
鑑
」
『
六
朝
の
美
術
』
（
東
京
、
一
九
七
六
年
）
一
九
五
頁

　
樋
口
隆
康
「
双
頭
龍
鳳
文
鏡
」
『
古
鏡
』
（
東
京
、
　
九
七
九
年
）
二
〇
五
～
二

　
一
〇
頁

　
　
西
田
守
夫
「
位
至
三
公
鏡
」
『
世
界
考
古
学
事
典
』
上
（
東
京
、
　
一
九
七
九
年
）

　
六
三
頁
。

②
　
こ
の
点
、
森
浩
｝
矯
が
彷
製
の
小
型
内
行
花
文
鏡
を
も
っ
て
「
小
型
斜
行
櫛
歯

　
文
帯
鏡
」
と
命
名
さ
れ
た
や
り
方
に
は
、
た
と
え
そ
れ
が
便
宜
的
な
も
の
で
あ
っ

　
て
も
同
意
で
ぎ
な
い
。
森
浩
一
　
「
古
墳
出
土
の
小
型
上
行
花
文
鏡
の
再
吟
味
」

　
『
日
本
古
文
化
野
酬
攻
』
　
（
東
京
、
一
九
七
〇
年
）
　
総
論
ハ
～
稗
蝋

③
中
圏
で
は
既
に
混
乱
を
生
じ
た
例
が
か
な
り
あ
る
。
個
々
の
発
掘
報
告
で
は
数

　
知
れ
な
い
。
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二
　
分

類

　
鏡
背
の
文
様
配
置
と
、
主
文
で
あ
る
双
頭
の
動
物
文
の
様
相
に
基
い
て
三
型
式
に
分
類
す
る
。

　
1
式
（
第
1
図
1
1
）
”
外
周
よ
り
、
幅
広
の
素
縁
・
凹
帯
・
一
二
前
後
の
二
十
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
連
弧
文
壇
が
あ
る
。
内
区
は
鉦
を
間

に
挾
ん
で
縦
に
長
い
銘
帯
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
る
。
胴
体
の
両
端
に
龍
・
鳳
・
龍
以
外
の
獣
の
頭
と
判
断
で
き
る
も
の
を
一
つ
ず
つ
つ
け
た
双

頭
の
動
物
文
と
言
う
べ
き
文
様
が
、
各
々
の
ス
ペ
ー
ス
に
一
つ
ず
つ
入
る
。
動
物
の
頭
の
表
現
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
地
文
は
な
い
。
黙
座

は
大
多
数
が
円
座
に
な
る
。
獣
帯
に
は
長
言
子
孫
・
君
宜
高
官
な
ど
の
銘
を
片
側
に
四
字
ず
つ
又
は
三
字
ず
つ
入
れ
る
。
位
至
三
公
銘
は
管
見

の
限
り
例
が
無
い
。
直
径
一
二
～
コ
ニ
㎝
の
例
が
多
い
。
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1　（京都国立博物館蔵）

3　（大同江面助王里）

2　（洛陽焼溝146号墓）

f．．s／　ke

4　（石ケ坪箱式石棺）

5　（梁上椿旧離）　　　　　　　　　　　　　　6　（梁上椿旧離）

　　　　　第1図　双頭龍文鏡（位至三公鏡）の各型式
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王
式
の
鏡
は
一
応
こ
の
様
な
基
本
の
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
が
、
他
に
も
、
基
本
パ
タ
ー
ン
を
は
み
出
す
も
の
や
、
渋
塗
・
要
鳳
二
恩
と
の
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

子
的
な
も
の
が
数
多
く
存
す
る
。
洛
陽
市
欝
欝
｝
四
六
号
墓
出
土
鏡
（
第
／
図
1
2
）
や
西
安
北
郊
徐
家
湾
F
・
T
・
｝
○
第
三
号
漢
墓
出
土
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
連
弧
文
帯
と
銘
帯
が
無
く
、
山
中
商
会
旧
著
鏡
は
銘
が
連
弧
黒
帯
と
主
文
様
の
間
に
分
散
し
て
入
り
、
独
自
の
銘
帯
が
無
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
一
方
、
朝
鮮
の
平
安
南
道
大
難
壁
大
同
江
面
助
王
里
出
土
鏡
（
第
／
図
一
3
）
や
福
岡
県
京
都
郡
犀
川
町
山
鹿
石
ケ
坪
二
号
箱
式
石
棺
出
土
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

（
第
1
図
1
4
）
・
古
鏡
図
録
収
載
鏡
は
文
様
そ
の
も
の
に
獣
首
鏡
と
の
関
連
が
強
く
考
え
ら
れ
、
慶
応
大
学
蔵
鏡
・
早
稲
田
大
学
蔵
鏡
・
小
校

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

経
閣
金
文
拓
本
収
載
鏡
な
ど
は
蔓
鳳
鏡
（
特
に
単
鳳
鏡
）
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
類
は
あ
る
い
は
別
個
に
扱
っ
た
方
が
良
い
か
も
し

れ
な
い
。

　
丑
式
（
第
－
図
一
5
）
”
外
周
よ
り
幅
広
の
素
縁
・
斜
行
櫛
歯
文
帯
・
二
本
な
い
し
三
本
の
界
懸
垂
に
続
い
て
内
区
が
入
る
。
界
圏
線
の
う
ち

の
一
本
が
か
な
り
幅
広
に
表
現
さ
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
1
式
同
様
、
鉦
を
間
に
澱
ん
で
縦
長
の
銘
帯
が
あ
り
、
内
区
を
二
分
し
て
い
る
。
銘
帯

の
両
側
も
か
な
り
幅
広
の
線
で
仕
切
ら
れ
る
。
銘
は
片
側
二
字
ず
つ
の
例
が
大
部
分
で
、
片
側
3
字
ず
つ
の
例
が
若
干
あ
る
。
鳳
至
三
公
が
大

部
分
を
占
め
、
君
宜
高
宮
が
若
干
あ
る
。
長
宜
子
孫
は
例
を
見
な
い
。

　
内
腿
の
双
頭
の
動
物
文
の
描
き
方
に
も
一
つ
の
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
で
き
上
り
、
1
式
の
よ
う
な
文
様
の
多
様
性
は
な
い
。
胴
体
は
幅
広

の
線
で
S
字
状
に
描
か
れ
、
そ
の
中
央
付
近
の
両
側
に
葉
状
の
突
起
が
つ
く
。
動
物
の
頭
は
か
な
り
く
ず
れ
て
お
り
、
確
実
に
龍
と
判
別
で
き

る
も
の
も
多
い
反
面
、
龍
以
外
の
獣
・
鳳
と
判
断
し
う
る
例
が
認
め
ら
れ
な
い
。
片
方
の
頭
は
胴
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
独
立
の
様
相
を
示
す
。

細
か
い
コ
ン
マ
状
の
地
文
が
入
る
。
鎧
座
は
円
座
が
大
部
分
を
占
め
る
。
直
径
九
～
一
〇
c
田
の
例
が
多
く
、
一
式
よ
り
小
さ
い
。

　
皿
式
（
第
1
図
i
6
）
…
外
周
よ
り
幅
広
の
素
魚
・
斜
行
竪
文
歯
帯
・
二
本
の
網
い
界
圏
線
と
続
く
。
亘
式
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
内
子
も
H
式
と

同
じ
文
様
構
成
法
で
描
か
れ
て
大
差
が
な
い
が
、
銘
帯
両
側
の
仕
切
り
線
が
細
く
な
る
事
・
双
頭
動
物
文
の
胴
体
の
線
が
細
く
な
る
事
が
H
式

と
異
な
る
。
動
物
の
頭
も
完
全
に
く
ず
れ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
く
ず
れ
方
に
も
や
は
り
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
∬
式
の
段
階
で

胴
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
た
側
の
頭
は
、
漢
宇
の
風
冠
（
か
ざ
か
ん
む
り
）
形
に
似
た
形
（
以
後
風
冠
形
と
称
す
る
）
に
な
り
、
も
う
片
方

98　（　9．　S）
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の
頭
は
胴
体
の
末
端
か
ら
細
線
が
二
～
三
本
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
出
た
だ
け
の
形
に
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鉦
を
挾
ん
で
対
称
の
位
置
に
は
必

ら
ず
同
じ
形
の
頭
を
置
き
、
一
つ
の
胴
体
の
両
側
に
は
必
ら
ず
異
な
っ
た
形
の
頭
を
描
く
と
い
う
原
則
が
き
ち
ん
と
守
ら
れ
て
い
る
。

　
銘
は
位
至
三
公
が
圧
倒
的
で
、
君
宜
高
官
が
若
干
見
ら
れ
る
。
銘
の
字
数
が
鉦
の
両
側
を
合
わ
せ
て
も
二
～
三
字
と
少
な
く
な
る
も
の
が
あ

り
、
至
三
公
・
高
官
二
催
能
な
ど
の
例
が
出
て
く
る
。
直
径
七
～
八
㎝
の
例
が
多
く
、
手
鏡
と
し
て
使
用
し
う
る
限
度
に
近
づ
い
て
い
る
。

①
　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
洛
陽
焼
溝
漢
墓
臨
　
（
北
京
、
一
九
五
九
年
）
隠

　
版
四
五
一
三
、
図
七
七
－
二
、
洛
陽
市
文
物
管
理
委
員
会
『
洛
陽
出
土
古
鏡
』

　
（
北
京
、
一
九
六
〇
年
）
図
版
八
七

②
　
陳
西
省
文
物
管
理
委
員
会
『
陳
西
省
出
土
鋼
鏡
』
　
（
北
京
、
一
九
五
九
年
）
図

　
版
穴
一

③
梅
原
末
治
『
欧
米
蒐
儲
支
那
古
鋼
精
華
』
鏡
鑑
部
一
（
大
阪
、
一
九
三
三
年
）

　
図
版
七
六
、
後
藤
守
一
『
古
鏡
聚
英
』
上
編
（
東
京
、
一
九
三
五
年
目
図
版
三
五

　
一
一

④
　
梅
原
宋
治
『
鑑
鏡
の
研
究
』
　
（
爽
京
、
　
一
九
二
四
年
）
第
四
七
図
、
梅
原
考
古

　
資
料
朝
鮮
之
部
九
一
五

⑤
　
小
田
富
士
雄
「
蟄
前
京
都
郡
発
見
の
三
重
墓
」
『
上
代
学
研
究
』
第
二
〇
号
、

　
（
大
阪
、
一
九
五
九
年
）
第
6
図
一

⑥
羅
振
玉
『
古
鏡
麟
録
』
（
一
九
一
六
年
）
巻
下
、
　
葉
右
、
樋
口
隆
康
醐
、
古
鏡
臨

　
（
東
京
、
一
九
七
九
年
）
図
九
一
右

⑦
　
三
田
史
学
会
『
江
南
踏
査
』
　
（
束
京
、
　
｝
九
四
一
年
）
籔
版
二
九
下

③
毎
日
新
聞
社
『
会
津
八
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
中
国
漢
唐
美
徳
展
』
（
東
京
、
一

　
九
七
四
年
）
鏡
四
五

⑨
　
劉
体
智
『
小
獣
経
閣
金
文
拓
本
』
　
（
｝
九
三
五
年
）
巻
一
六
、
｝
五
葉
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
文
様
分
　
析

　
前
節
で
は
通
称
位
至
三
公
鏡
を
内
区
主
文
と
全
体
の
文
様
構
成
に
基
い
て
三
型
式
に
分
類
し
て
み
た
。
し
か
し
、
こ
れ
の
み
で
は
型
式
相
互

の
連
関
は
未
だ
明
白
に
な
ら
な
い
。
特
に
且
．
運
式
の
如
き
く
ず
れ
た
獣
の
頭
部
を
持
っ
た
文
様
は
、
そ
れ
が
抽
象
図
案
で
は
な
く
動
物
文
様

で
あ
る
以
上
、
必
ら
ず
そ
の
原
形
と
な
る
形
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
原
形
か
ら
の
く
ず
れ
を
克
明
に
追
っ
て
ゆ
け
ば
、
文
様
便
化
の

全
過
程
が
辿
れ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

　
第
2
図
は
、
地
区
主
文
の
半
分
、
す
な
わ
ち
双
頭
の
獣
文
一
単
位
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
文
様
便
化
の
過
程
を
辿
れ
る
よ
う
に
配
列
し
た

も
の
で
あ
る
。
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A
は
最
も
表
現
の
明
確
な
、
原
形
に
な
る
形
の
も
の
で
あ
る
。
中
央
に
S
愚
状
の
胴
体
が
あ
り
、
上
に
明
瞭
な
角
の
表
現
を
持
っ
た
龍
（
以

後
画
角
龍
と
称
す
る
）
・
下
に
農
な
角
の
表
現
が
見
当
ら
な
い
龍
（
以
後
無
筆
写
称
す
る
）
の
頭
が
あ
％
B
以
降
容
体
の
曲
り
方
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

同
｝
だ
が
、
龍
の
頭
の
無
き
が
A
と
は
左
右
逆
に
な
る
。
こ
の
為
に
上
の
有
角
龍
の
角
は
、
自
身
の
胴
体
と
交
差
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　
以
後
も
有
角
龍
は
常
に
図
の
上
部
に
配
置
し
て
あ
る
。
C
・
D
で
も
角
の
表
現
の
う
ち
、
自
身
の
胴
体
ま
で
の
部
分
は
二
本
の
平
行
線
で
明

瞭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
旦
・
F
・
G
・
H
の
段
階
で
は
、
胴
体
を
越
し
た
部
分
（
つ
ま
り
角
の
先
端
部
の
方
）
は
明
瞭
に
残
っ
て
い
る
も
の

の
、
胴
体
よ
り
手
前
の
部
分
の
方
は
途
切
れ
て
痕
跡
の
み
に
な
り
、
1
の
段
階
で
は
つ
い
に
消
滅
し
て
い
る
。
こ
の
B
～
1
の
変
化
の
過
程
で

は
角
の
変
化
の
み
な
ら
ず
、
有
角
龍
の
額
・
上
顎
・
下
顎
に
相
当
す
る
部
分
の
表
現
も
次
第
に
形
を
く
ず
し
て
い
っ
て
い
る
。
後
頭
部
を
挟
り

取
っ
た
様
に
表
現
す
る
特
徴
が
共
通
し
て
い
る
。

　
J
の
段
階
で
は
龍
の
頭
と
覚
し
き
表
現
は
全
て
無
く
な
っ
て
い
る
。
胴
体
先
端
が
名
残
り
を
止
め
る
よ
う
に
若
干
膨
ら
み
、
角
の
先
端
部
の

名
残
り
は
蕨
手
状
に
巻
い
た
線
が
胴
体
か
ら
派
生
す
る
形
で
辛
う
じ
て
残
っ
て
い
る
。
龍
頭
の
表
現
が
こ
の
様
に
極
端
に
省
略
さ
れ
て
小
さ
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
為
に
、
梅
醤
寄
り
の
部
分
に
別
の
文
様
で
埋
め
合
わ
せ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
の
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
」
～
N
に
共
通
す
る
現
象
と
し
て
、
コ
ン
マ
文
を
縦
一
列
に
連
ね
た
文
様
を
二
本
の
直
線
で
育
ん
だ
文
様
が
見
え
て
い
る
。
M
．
N

で
は
角
先
端
の
名
残
り
の
蕨
手
状
線
に
も
う
一
本
別
の
蕨
手
状
線
が
加
わ
っ
て
二
本
に
な
っ
て
い
る
。
文
様
の
原
義
が
す
で
に
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
O
で
は
そ
の
蕨
手
状
線
自
体
も
も
は
や
描
か
れ
て
い
な
い
。

　
次
に
下
の
方
の
無
角
角
の
方
の
変
化
を
追
っ
て
み
た
い
。
B
・
C
・
D
で
は
龍
頭
の
表
現
は
き
っ
ち
り
と
な
さ
れ
て
い
る
が
、
早
く
も
後
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

部
を
扶
り
取
っ
た
様
に
表
現
す
る
有
畑
龍
と
同
様
の
特
微
が
出
て
い
る
。
C
・
D
・
E
で
は
頭
上
の
二
本
の
突
起
が
先
端
が
ふ
く
ら
ま
ず
に
全

て
細
線
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
う
ち
の
一
本
が
後
頭
部
に
長
く
延
び
て
、
下
顎
の
延
長
に
あ
た
る
も
う
一
本
の
細
線
と
共
に
後
の
風

弓
形
の
原
形
に
な
る
形
を
こ
し
ら
え
て
い
る
。
F
・
G
・
H
・
王
と
次
第
に
額
・
上
顎
・
下
顎
に
あ
た
る
部
分
が
便
化
し
て
ゆ
く
趨
勢
が
有
繋

龍
と
同
様
に
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
有
角
筆
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
J
・
K
の
段
階
に
至
っ
て
も
そ
の
表
現
は
幅
広
の
線
で
き
っ
ち
り
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残
さ
れ
て
い
る
。
K
・
し
の
段
階
で
は
下
顎
の
名
残
り
は
胴
体
の
先
端
部
を
若
干
そ
れ
ら
し
く
表
現
す
る
事
に
よ
っ
て
ま
だ
表
わ
さ
れ
て
い
る

が
、
M
・
N
の
段
階
で
は
そ
れ
も
消
滅
し
、
風
雪
形
が
胴
体
か
ら
完
全
に
独
立
す
る
格
好
に
な
る
。

　
層
層
形
自
体
も
、
当
初
は
K
・
L
・
M
の
様
に
額
・
上
顎
の
名
残
り
が
風
冠
形
の
上
に
残
っ
て
い
る
が
、
N
・
O
の
よ
う
に
そ
れ
す
ら
省
略

さ
れ
る
も
の
が
最
終
的
に
出
現
す
る
。

　
以
上
を
総
括
し
て
み
れ
ぼ
、
A
～
○
に
至
る
一
連
の
文
様
変
化
は
、
平
角
龍
・
無
角
龍
各
一
を
胴
体
の
両
端
に
つ
け
た
双
頭
龍
文
の
一
方
的

文
様
便
化
の
過
程
と
し
て
捉
え
る
事
が
で
き
よ
う
。
有
角
龍
華
と
無
角
龍
側
の
文
様
便
化
は
そ
の
仕
方
が
異
な
る
も
の
の
完
全
に
同
時
進
行
し

て
い
る
と
言
い
う
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
式
に
属
す
る
個
々
の
鏡
も
、
細
か
い
吟
味
を
行
な
え
ば
第
2
図
の
い
ず
れ
の
レ
ベ
ル
に
相

当
す
る
か
を
確
認
す
る
事
が
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
あ
ま
り
に
細
か
い
黒
陶
づ
け
は
、
銃
や
破
損
の
為
に
不
可
能
な
例
が
多
く
、
全
て

の
鏡
を
こ
の
レ
ベ
ル
で
論
じ
る
事
に
は
現
状
で
は
無
理
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
型
式
相
互
間
に
大
き
な
流
れ
が
存
す
る
事
を
把
握
す
る
に
止
め
た

い
。　
ち
な
み
に
、
第
2
図
の
う
ち
、
A
～
c
は
先
述
の
筆
者
分
類
の
1
式
、
D
～
1
は
H
式
、
J
～
○
は
皿
式
に
梱
心
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の

三
型
式
の
変
遷
順
が
一
↓
亘
↓
皿
の
願
で
あ
る
事
を
文
様
変
遷
の
上
で
確
認
し
得
た
事
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
変
遷
順
を
確
定
す
れ
ぼ
、
こ
の

式
の
鏡
に
は
主
文
様
の
便
化
以
外
に
も
、
直
径
が
漸
次
減
激
す
る
事
・
銘
の
字
数
が
減
少
す
る
事
・
界
圏
線
が
三
本
（
内
一
本
幅
広
）
↓
二
本

（
内
一
本
幅
広
）
↓
二
本
（
共
に
細
線
）
又
は
一
本
と
変
化
す
る
事
と
い
っ
た
、
主
文
様
の
便
化
に
相
応
じ
た
一
連
の
省
略
的
な
変
化
が
起
っ
て

い
た
事
が
確
か
め
ら
れ
た
事
に
な
ろ
う
。

　
先
述
し
た
様
に
、
1
式
の
中
に
は
龍
以
外
の
獣
・
鳳
を
頭
と
す
る
も
の
、
文
様
配
置
パ
タ
…
ン
が
第
2
図
…
A
～
C
と
は
異
な
る
も
の
も
含

ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
類
は
以
後
の
一
連
の
変
化
の
中
に
は
全
く
見
出
す
事
が
で
き
ず
、
変
化
を
辿
り
う
る
も
の
は
、
す
べ
て
B
・
C
と

同
一
の
文
様
配
置
を
持
っ
た
双
頭
送
文
を
主
文
様
と
す
る
鏡
に
限
ら
れ
て
い
る
。
B
・
C
以
外
の
ス
タ
イ
ル
の
も
の
は
、
初
期
の
段
階
で
淘
汰

さ
れ
た
も
の
と
見
な
す
事
が
で
き
よ
う
。
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ゆ
　
無
角
龍
の
頭
上
に
あ
る
先
が
球
状
に
な
っ
た
二
本
の
突
起
は
何
を
衰
現
し
た
も

　
の
な
の
か
実
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
耳
の
表
現
で
は
な
い
し
、
龍
の
角
の
表
境
は
、

角
ら
し
く
先
端
を
尖
ら
す
も
の
が
普
通
と
肥
闘
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
二
つ
の
…
顕
を

区
託
し
て
呼
称
す
る
事
の
み
を
第
㎜
義
と
し
て
い
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
四
角
龍

　
・
無
角
灘
と
し
た
が
、
あ
る
い
は
双
角
諺
と
等
角
謹
と
す
べ
き
も
の
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
1
式
に
も
東
京
大
学
工
学
部
蔵
晒
鋭
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
勢
4
7
古

資
料
一
五
四
四
）
の
様
に
、
共
に
先
の
尖
っ
た
角
の
表
現
を
持
つ
双
角
龍
と
独
角

罷
を
粥
体
の
両
端
に
つ
け
た
側
が
あ
る
。

②
　
こ
の
右
角
雛
の
蓑
現
に
は
、
胴
体
都
に
婆
鳳
鏡
（
単
嶽
）
の
影
響
が
あ
る
。

③
　
第
2
図
一
B
の
無
角
鍵
の
頭
の
下
に
あ
ろ
の
は
足
先
の
表
現
で
あ
っ
て
頭
で
は

　
な
い
。
同
じ
1
式
の
掌
中
商
会
旧
蔵
鏡
に
も
見
え
る
。
第
二
節
註
③
参
照
。

躍
　
申
国
出
土
例

双頭龍文鏡（位至三公鏡）の系譜（西村）

　
前
節
に
お
い
て
は
、
文
様
変
化
の
過
程
を
追
う
事
に
よ
っ
て
、
こ
の
式
の
鏡
に
一
↓
H
↓
m
式
の
変
遷
順
が
あ
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
本

章
で
は
中
国
出
土
例
を
検
討
す
る
事
に
よ
っ
て
、
各
型
式
の
実
年
代
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
王
式
の
出
土
例
は
六
例
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
①
河
南
省
三
門
峡
市
劉
家
渠
八
号
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
②
　
河
南
省
洛
陽
市
焼
溝
ご
一
〇
号
墓
（
第
2
図
I
B
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
③
同
右
　
　
　
一
四
六
号
墓
（
第
1
図
1
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
④
⑤
　
湖
南
省
常
徳
市
東
江
公
社
一
号
墓
　
二
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
⑥
　
果
津
常
武
清
県
高
村
公
社
鮮
予
瑛
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
⑦
湖
南
省
郡
州
市
馬
家
坪
六
朝
墓
（
第
2
図
－
C
）

　
①
は
追
葬
が
考
え
ら
れ
る
未
盗
掘
墓
で
、
墓
誌
は
焼
溝
V
式
。
伴
出
の
陶
鐘
が
、
腹
部
が
算
盤
玉
状
に
張
り
畠
す
新
し
い
型
式
の
も
の
で
も

あ
り
、
追
認
の
最
終
年
代
は
二
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。
鏡
密
体
は
、
銘
帯
が
無
く
、
龍
鳳
の
頭
二
つ
ず
つ
を
描
い
て
お
り
、
第
2
図
の
文

様
変
遷
の
上
に
は
乗
ら
な
い
。
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②
③
の
洛
陽
焼
溝
一
二
〇
・
　
四
六
号
墓
は
、
報
告
で
は
一
二
〇
激
震
が
四
期
又
は
五
期
、
～
四
六
号
墓
が
五
期
に
入
る
。
　
＝
　
○
号
墓
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

陶
壷
の
形
式
か
ら
み
て
確
か
に
二
世
紀
前
半
ま
で
の
墓
で
あ
ろ
う
。
一
四
六
号
墓
も
同
様
二
世
紀
前
半
と
思
わ
れ
る
。
鏡
は
②
が
第
2
図
一
B

そ
の
も
の
、
③
は
銘
帯
・
連
弧
文
帯
が
無
く
、
龍
鳳
の
頭
二
つ
ず
つ
を
持
つ
。

　
④
は
多
野
光
耀
の
形
態
を
取
る
。
追
善
が
考
え
ら
れ
る
が
、
最
終
の
迫
葬
も
二
世
紀
後
半
を
考
え
て
お
け
ば
闘
題
無
い
。
出
土
贔
の
中
に

「
索
葺
草
印
」
の
銘
の
あ
る
滑
石
製
印
章
明
器
が
出
て
い
る
。
『
後
漢
書
』
郡
国
三
四
（
志
第
二
十
二
）
に
よ
れ
ば
、
武
陵
郡
索
県
は
田
螺
三
年

（
鋭
ジ
総
画
）
に
万
寿
察
と
改
名
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
鏡
に
も
こ
世
紀
前
半
の
埋
葬
品
の
可
能
性
が
あ
り
、
陶
器
の
中
に
も
二
世
紀
前
半
と

し
て
お
か
し
く
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
鏡
は
1
式
二
面
で
、
文
様
的
に
は
第
2
図
一
C
・
D
の
レ
ベ
ル
に
梢
妾
す
る
。

　
⑥
の
鮮
干
同
署
は
墓
主
が
延
光
四
年
（
〉
。
P
旨
㎝
）
に
卒
し
、
墓
碑
が
蝉
茸
八
年
（
〉
．
U
．
δ
α
）
に
建
て
ら
れ
た
事
が
、
墓
誌
・
墓
．
碑
各
々

の
銘
文
か
ら
確
認
で
き
る
。
報
告
は
墓
の
年
代
を
建
碑
年
代
以
前
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
が
、
遅
く
見
積
っ
て
も
二
世
紀
中
頃
以
前
と
考
え
て

お
け
ぼ
問
題
な
い
。
鏡
そ
の
も
の
は
、
一
二
連
弧
・
片
側
四
字
銘
を
持
ち
、
片
方
の
龍
頭
が
見
え
る
。
第
2
図
…
B
の
レ
ベ
ル
に
属
す
る
。

　
以
上
を
難
じ
て
み
て
、
1
式
は
⑦
の
例
が
三
世
紀
に
下
る
他
は
、
①
④
⑤
が
二
世
紀
後
半
、
⑥
が
二
世
紀
中
頃
ま
で
、
②
③
が
二
世
紀
前
半

と
、
い
ず
れ
も
二
世
紀
代
の
後
漢
墓
よ
り
出
土
し
て
い
る
事
が
明
白
に
な
っ
た
。
特
に
②
③
の
様
に
二
世
紀
衝
半
に
入
る
と
思
わ
れ
る
墓
よ
り

の
出
土
例
は
こ
の
鏡
の
初
現
の
考
察
に
と
っ
て
重
要
に
な
る
。

　
第
二
節
に
述
べ
た
様
に
、
1
式
の
中
に
は
獣
首
・
礎
鳳
両
鏡
と
の
関
連
が
色
濃
い
例
が
あ
る
。
襲
撃
鏡
・
蔓
多
士
は
共
に
元
興
元
年
（
艶
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

δ
㎝
）
の
紀
年
鏡
が
あ
り
、
神
獣
鏡
と
共
に
二
世
紀
初
頭
に
出
現
し
て
い
た
事
が
す
で
に
確
実
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
同
じ
平
彫
り
文
様

系
の
双
頭
龍
文
（
位
至
三
公
）
鏡
一
式
が
、
時
代
的
に
前
後
ど
ち
ら
に
ウ
エ
ー
ト
を
置
い
て
考
え
る
か
は
別
と
し
て
、
二
世
紀
前
半
の
枠
内
で

既
に
出
現
し
て
い
た
と
考
え
て
も
、
別
段
無
理
を
生
じ
る
点
は
何
も
無
い
。

　
1
式
の
出
土
例
は
三
例
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
⑧
江
函
省
瑞
昌
県
馬
頭
西
晋
墓
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⑳

　
⑨
　
湖
北
省
随
県
唐
鎮
三
号
墓
（
第
2
図
i
E
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
⑩
　
河
衝
田
省
［
洛
陽
山
巾
皿
日
墓
（
第
2
図
i
G
）

　
⑧
は
多
量
の
黒
質
磁
を
出
土
し
て
い
る
。
回
転
斜
格
子
紋
・
円
文
・
貼
り
付
け
犠
首
、
な
い
し
そ
の
三
者
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
装
飾
を
持

つ
も
の
が
少
量
し
か
な
く
、
神
亭
も
古
手
で
あ
る
点
か
ら
見
て
、
呉
代
（
三
世
紀
の
第
二
又
は
第
三
の
四
半
世
紀
）
に
入
る
と
思
わ
れ
る
。
鏡

は
第
2
図
一
F
の
レ
ベ
ル
に
近
い
。

　
⑨
か
ら
は
、
古
手
の
古
越
磁
鼻
下
罐
二
つ
、
陶
製
動
物
明
器
類
多
数
を
出
土
し
て
い
る
。
報
告
は
三
国
代
と
す
る
が
、
現
在
の
知
識
か
ら
す

れ
ば
東
漢
晩
期
（
二
世
紀
後
半
以
降
）
に
年
代
を
上
げ
う
る
可
能
性
が
あ
る
。
鏡
は
第
2
図
一
E
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
⑩
は
古
い
報
告
で
年
代
の
再
確
認
は
で
き
そ
う
も
な
い
。
鏡
は
第
2
図
一
G
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
E
式
も
⑨
の
例
に
よ
っ
て
、
束
漢
晩
期
に
既
に
出
現
し
て
い
る
可
能
性
を
考
え
う
る
が
、
前
後
の
一
・
B
式
の
実
年
を
勘
案
す
る
と
、
あ
ま

り
役
に
立
つ
資
料
に
な
る
と
は
思
え
な
い
。

　
亜
式
の
出
土
例
は
一
〇
例
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
⑪
遼
寧
省
藩
陽
布
伯
官
屯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
⑫
河
南
省
洛
陽
市
西
郊
三
一
七
七
号
墓
（
第
3
図
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
⑬
河
南
省
洛
陽
市
晋
墓

　
⑭
河
北
省
石
家
荘
市
橋
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
⑯
　
河
南
省
三
門
峡
市
劉
家
渠
一
〇
七
号
墓
（
第
2
図
l
M
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
⑯
同
右
　
　
　
　
＝
一
〇
号
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
　
　
　
　
⑮

　
⑰
⑬
　
陳
西
省
西
安
布
西
郊
緯
十
三
街
1
3
一
号
漢
墓
　
二
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
⑳
　
山
菓
省
蒼
山
県
元
嘉
元
年
墓
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⑳

　
⑳
湖
北
省
房
県
二
亀
岡
二
号
墓

　
⑫
は
四
三
五
鉄
を
伴
出
し
て
お
り
、
洛
陽
西
郊
漢
墓
の
中
で
は
最
も
時
期
の
下
る
墓
と
さ

れ
る
。
東
灘
晩
期
に
あ
て
う
る
墓
で
あ
ろ
う
。
鏡
は
第
2
図
1
0
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
最
末
期

の
ス
タ
イ
ル
に
あ
た
る
。

　
⑳
は
盗
掘
の
ひ
ど
い
墓
で
陶
罐
一
、
弩
機
一
し
か
伴
出
物
が
な
い
。
墓
傳
に
「
本
初
元
年

（
跨
u
●
一
ま
）
」
の
紀
年
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
古
物
の
再
利
用
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
報
告
の
述
べ
る
様
に
東
漢
墓
と
思
わ
れ
る
。
鏡
は
第
2
七
一
M
に
最
も
近
い
。

　
こ
の
他
、
⑳
・
⑮
・
⑮
・
⑰
・
⑱
も
い
ず
れ
も
東
漢
墓
の
出
土
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

報
告
が
不
備
で
再
確
認
が
で
き
な
い
。
鏡
と
し
て
は
、
⑭
は
第
2
図
一
M
に
近
く
、
⑮
は
M

そ
の
も
の
、
⑯
は
J
・
K
な
ど
を
か
な
り
い
び
つ
に
く
ず
し
た
も
の
で
レ
ベ
ル
を
言
い
に
く
い

た
る
。

様
変
化
が
東
漢
代
の
う
ち
に
す
べ
て
終
束
し
て
い
た
事
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
中
国
出
土
鏡
各
例
に
つ
い
て
、
そ
の
出
土
し
た
墓
葬
の
年
代
を
中
心
に
考
察
し
た
。

報
告
が
少
な
く
、
決
し
て
満
足
の
ゆ
く
分
析
が
で
き
た
と
は
言
い
難
い
が
、

ス
タ
イ
ル
の
壁
式
が
和
漢
代
の
う
ち
に
既
に
出
現
し
て
い
る
事
が
確
認
で
き
た
。

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
出
土
例
か
ら
は
確
認
を
取
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

常
識
的
に
考
え
て
遅
く
と
も
二
世
紀
後
半
内
に
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
っ
ぱ
い
に
終
束
し
て
い
た
と
言
う
事
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
は
若
干
不
思
議
に
．
感
じ
ら
れ
る
現
象
で
は
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
』
「
二
3
、
噛
“
～
　
ぎ

第3図　洛陽西郊3177号墓（皿式）
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。
⑰
は
J
の
レ
ベ
ル
、
⑯
は
し
の
レ
ベ
ル
に
あ

皿
式
の
中
で
も
最
末
期
の
ス
タ
イ
ル
に
属
す
る
⑫
が
東
漢
晩
期
と
考
え
ら
れ
る
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
事
が
、
こ
の
鏡
式
の
一
連
の
文

　
　
　
　
　
　
現
在
の
水
準
か
ら
み
て
、
フ
ル
に
活
用
し
う
る

1
式
の
初
現
が
二
世
紀
前
半
、
文
様
変
化
的
に
終
末
期
に
属
す
る

　
　
従
っ
て
皿
式
自
体
の
初
耳
も
ま
ず
二
世
紀
後
半
の
内
に
あ
る

　
　
　
H
式
の
初
号
年
代
も
1
式
・
皿
式
の
中
間
の
時
期
、
ご
く

　
　
　
　
　
　
こ
の
式
の
鏡
の
文
様
変
化
は
、
遅
く
と
も
東
廻
代

こ
の
式
の
鏡
の
游
離
資
料
を
広
く
収
集
し
て
み
る
と
、
文
様
の
整
っ
た
ー
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・
豆
式
よ
り
も
、
く
ず
れ
た
匪
式
の
資
料
の
方
が
圧
鯛
的
に
数
が
多
い
事
に
す
ぐ
思
い
至
る
。
従
来
温
式
の
鏡
が
こ
の
鏡
式
を
代
表
す
る
も
の

と
し
て
、
そ
の
代
表
銘
で
あ
る
位
至
三
公
を
冠
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
の
も
決
し
て
故
な
し
と
し
な
い
。
そ
の
文
様
の
完
整
期
と
そ
の
製
作

の
最
盛
期
が
ず
れ
た
た
め
に
、
最
も
多
く
製
作
さ
れ
た
も
の
が
、
文
様
的
に
は
最
も
く
ず
れ
た
点
式
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
製
作

上
の
最
盛
期
は
二
世
紀
後
半
か
ら
三
世
紀
前
半
を
考
え
て
お
き
た
い
。

　
一
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
問
題
に
出
土
地
が
あ
る
。
現
在
ま
で
の
出
土
例
は
僅
か
二
〇
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
湖
北
省
北
部
出
土
の
二
例
（
⑨

・
⑳
）
を
南
方
に
入
れ
て
も
、
そ
の
出
土
地
は
一
五
対
丈
と
圧
倒
的
に
北
方
に
片
寄
っ
て
い
る
。
特
に
揚
子
江
下
流
域
か
ら
の
出
土
例
が
今
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

所
無
い
事
が
よ
り
一
層
北
方
系
と
い
う
印
象
を
強
く
し
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど
北
方
系
と
い
う
印
象
の
強
い
鏡
も
実
に
珍
ら
し
い
。
こ
れ
は
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
⑳

例
か
ら
も
南
方
系
と
い
う
色
彩
が
強
く
出
て
い
る
神
獣
鏡
・
獣
帯
鏡
と
は
極
め
て
好
対
照
と
言
え
る
。

　
そ
れ
の
み
か
、
文
様
の
面
で
も
こ
の
式
の
鏡
と
神
獣
鏡
（
特
に
そ
の
中
で
も
最
も
数
量
の
多
い
環
状
乳
神
獣
鏡
）
は
好
対
照
を
示
し
て
い
る
。

環
状
乳
神
獣
鏡
が
元
興
元
年
（
〉
．
P
8
㎝
）
の
紀
年
鏡
が
示
す
様
に
二
世
紀
前
半
に
出
現
し
、
延
烹
二
年
（
｝
∪
．
承
り
）
、
永
康
元
年
（
〉
．
∪
●

属
『
）
の
紀
年
鏡
を
経
て
、
永
康
元
年
・
中
平
四
年
（
♪
．
U
レ
。
。
刈
）
の
紀
年
鏡
で
最
も
完
成
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル
が
整
い
、
　
二
世
紀
後
半
二
二
世

紀
前
半
の
一
世
紀
に
そ
の
製
作
上
・
文
様
上
の
最
盛
期
が
同
時
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
一
方
の
双
頭
龍
文
（
必
至
三
公
）
鏡
は
そ

の
出
現
時
期
と
最
盛
期
を
前
者
と
　
に
し
な
が
ら
も
、
そ
の
製
作
上
の
最
盛
期
に
製
作
さ
れ
た
鏡
が
文
様
の
整
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
最
も
便

化
し
た
型
式
の
も
の
で
あ
っ
た
点
に
大
き
な
違
い
を
生
じ
て
い
る
。
両
鏡
が
北
方
・
南
方
を
代
表
す
る
鏡
で
あ
る
事
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
が
二

世
紀
後
半
以
降
の
北
方
・
南
方
の
鏡
製
作
の
実
状
を
か
な
り
端
的
に
暗
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①
　
黄
河
水
門
考
古
工
作
隊
「
河
南
映
県
墨
家
渠
漢
墓
」
　
『
考
粛
学
報
』
一
九
六
五

年
第
一
湘
期
（
北
轟
尽
、
　
一
九
山
ハ
五
年
）
國
三
六
一
四

　
元
の
陳
県
の
行
政
区
域
の
う
ち
、
三
門
峡
水
利
工
事
に
罪
な
っ
て
作
ら
れ
た
新

市
街
地
が
一
九
五
七
年
に
三
門
峡
薦
と
し
て
陵
県
か
ら
独
立
し
て
い
る
。
劉
家
渠

　
・
上
村
嶺
の
二
地
点
も
三
門
嬢
市
に
含
ま
れ
て
い
ろ
事
を
現
地
で
確
認
し
た
。

②
　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
洛
陽
焼
溝
漢
墓
』
　
（
北
京
、
一
九
五
九
年
）
醒

　
七
六
一
二
、
図
版
閥
五
1
・
四

⑧
同
権
、
図
七
七
一
二
、
麟
版
四
五
一
三

④
湖
南
省
博
物
館
「
湖
南
常
徳
東
漢
墓
」
『
考
古
学
控
訴
』
第
一
集
（
北
京
、
…

　
九
八
～
年
）
図
九
－
二
、
六
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⑤
　
天
津
市
文
物
管
理
処
考
古
隊
「
武
清
東
園
鮮
子
瑛
墓
」
　
『
考
古
学
報
』
一
九
八

　
早
年
第
～
二
欄
馴
（
北
京
、
一
九
八
二
年
）
図
版
一
九
山
ハ

⑥
　
張
中
一
「
湖
南
榊
州
鞍
馬
家
葉
叢
墓
清
理
」
『
考
古
』
一
九
六
一
年
第
九
期
（
北

　
｛
黒
、
　
一
九
六
一
年
）
㎜
凶
二
…
二

⑦
高
倉
洋
彰
磯
は
こ
の
墓
出
土
の
鏡
を
、
馬
錫
山
圏
一
a
号
土
頒
墓
繊
土
鏡
の
類

　
鏡
と
し
て
挙
げ
、
　
「
後
漢
の
末
期
（
焼
溝
第
六
期
）
　
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
」
と

　
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
誰
が
比
定
し
た
に
せ
よ
事
実
に
反
し
て
い
る
。
高
倉
洋
彰

　
「
鏡
鳳
『
三
世
紀
の
考
古
学
』
中
巻
（
出
京
、
　
一
九
八
一
年
）
二
一
一
〇
百
ハ
。
『
洛
陽

　
焼
溝
漢
墓
』
は
確
か
に
作
り
過
ぎ
た
報
告
欝
で
は
あ
る
が
、
一
一
一
〇
号
漢
慕
及
び

　
そ
の
出
土
鏡
の
年
代
が
報
告
中
で
混
乱
し
て
い
る
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
。
高
倉

　
洋
彰
「
弥
生
時
代
の
鏡
と
そ
の
年
代
」
　
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
～
九
八
一
年
｝

　
月
号
（
東
京
、
一
九
八
一
年
）
一
〇
頁

⑧
拙
稿
「
紀
年
銘
二
戸
鏡
一
覧
表
し
（
未
刊
稿
）
に
述
べ
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

⑨
江
西
省
博
物
館
「
偉
勲
瑞
昌
馬
頭
西
習
墓
」
『
考
古
』
丁
ハ
七
四
年
第
一
期
（
北

　
轟
尽
、
　
一
九
七
四
年
）
図
六
－
二

⑩
　
湖
北
省
文
物
管
理
委
員
会
「
湖
北
随
県
麿
鎮
漢
魏
墓
一
理
」
　
『
考
古
』
～
九
六

　
六
年
第
二
期
（
北
京
、
一
九
六
六
年
）
図
六
…
二
。
随
身
の
市
街
地
は
一
九
七
九

　
年
に
早
事
市
と
し
て
独
立
し
て
い
る
。
蔵
鎮
は
現
在
の
所
ど
ち
ら
に
帰
属
す
る
か

　
不
明
な
の
で
旧
来
の
地
名
を
踏
襲
し
た
。
ち
な
み
に
、
中
国
の
行
政
区
颪
は
年
四

　
回
変
更
さ
れ
、
新
諏
に
発
表
さ
れ
る
。
毎
年
発
行
の
民
政
早
舞
『
中
華
人
質
共
和

　
飼
行
政
区
駁
撃
儒
』
が
前
年
ま
で
の
変
更
を
工
め
て
い
る
。

⑪
　
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
二
隊
「
洛
陽
晋
基
的
発
掘
」
　
『
考
古
学
報
』
一
九

　
五
七
年
第
｝
期
（
北
京
、
　
一
九
五
七
年
）
図
～
O
l
一
三
、
図
版
四
－
一
左

⑫
洛
陽
市
文
物
工
作
緯
「
濡
陽
雪
解
屯
理
趣
墓
葬
」
『
考
古
』
～
九
六
四
年
第
一

　
～
期
、
　
（
北
山
夙
、
　
～
九
六
四
年
）
凶
版
ゴ
～
1
一
〇

⑱
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
発
掘
隊
「
活
陽
西
郊
漢
発
掘
報
告
」
『
考
古
学

　
報
』
～
九
六
三
年
第
二
期
（
北
京
、
一
九
六
三
年
）
図
版
七
一
七

⑭
　
⑪
に
同
じ
、
図
｝
○
一
一
二
、
図
版
四
一
一
右

⑮
　
霊
浩
「
石
家
庄
布
橋
菓
単
単
二
墓
」
　
『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
四
期
（
北
京
、

　
｝
九
五
九
年
）
図
三
、
こ
の
墓
か
ら
は
大
泉
五
百
を
伴
腐
し
て
お
り
、
報
告
に
言

　
う
よ
う
な
後
漢
晩
期
の
墓
で
は
あ
り
得
な
い
。

⑯
　
①
に
同
じ
、
麟
三
六
一
一

⑰
①
に
同
じ
、
闘
王
六
i
三

⑱
　
第
二
節
②
に
問
じ
、
図
版
六
九
・
七
〇

⑲
　
山
東
省
博
物
館
・
蒼
山
県
文
化
館
「
山
東
蒼
山
元
蕩
元
年
函
象
黒
蓋
」
『
考
古
』

　
一
九
七
五
年
第
二
期
（
北
京
、
～
九
七
五
年
）
図
版
一
算
ー
二

⑳
　
湖
北
小
学
櫨
胃
物
館
「
湖
北
…
游
県
晶
則
一
義
嚇
摂
・
山
ハ
朝
曲
暴
」
　
『
堀
殉
古
』
　
一
九
七
八
年
第
五

　
期
（
北
京
、
　
一
九
七
八
年
）
図
五

⑳
　
例
を
写
真
・
拓
本
を
参
照
し
う
る
も
の
に
限
定
し
て
の
話
で
あ
る
。
記
載
か
ら

　
こ
の
式
の
鏡
の
可
能
性
が
推
測
で
き
る
も
の
も
多
い
が
、
こ
の
鏡
の
特
殊
事
情
を

　
考
え
て
利
聾
し
て
い
な
い
。
そ
の
預
を
含
め
れ
ば
分
布
は
更
に
北
方
に
片
寄
る
。

　
例
え
ば
、
河
南
省
舞
陽
県
出
土
鏡
な
ど
。
蕉
築
三
専
輯
編
輯
委
員
会
『
科
技
史
文

　
集
』
第
七
集
（
上
海
、
　
一
九
八
一
年
）
八
○
頁

＠
　
但
し
、
こ
こ
で
言
う
北
方
系
・
南
方
系
と
い
う
言
葉
は
、
鏡
の
流
通
地
域
の
片

　
寄
り
を
…
葺
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
北
方
に
神
獣
鏡
が
全
く
無
か
っ
た
と
い
う
よ

　
う
な
極
論
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

＠
　
こ
こ
で
畳
隅
う
南
方
系
の
神
獣
鋭
に
は
三
角
緑
神
獣
鏡
を
含
め
て
い
な
い
。
三
角

　
縁
神
獣
鏡
と
い
う
鏡
は
、
伝
統
工
芸
と
し
て
の
鏡
製
作
の
粋
組
を
既
に
逸
脱
し
て

　
お
り
、
そ
の
特
異
な
文
様
と
逓
称
「
同
箔
鏡
」
の
異
例
の
多
さ
を
考
え
合
わ
せ
れ

　
ば
、
で
き
の
悪
い
二
流
工
人
の
寄
せ
集
め
が
、
短
期
集
中
生
産
と
い
う
制
約
下
に

　
製
作
し
た
鏡
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
。
　
他
鏡
と
全
く
同
一
の
扱
い
で

　
「
中
園
鏡
」
と
し
て
扱
う
事
は
と
て
も
で
き
な
い
。
筆
者
自
身
は
、
小
林
行
雄
氏

　
の
従
来
の
説
と
は
全
く
異
な
る
考
え
方
か
ら
、
　
「
魏
の
鏡
」
と
限
定
で
き
る
と
従

　
来
よ
り
考
え
て
い
ろ
。
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五
　
日
本
出
土
例

双頭龍文鏡（位至三公鏡）の系譜く西村）

　
前
節
で
は
双
頭
贋
文
（
位
至
三
公
）
鏡
の
年
代
観
と
性
格
を
述
べ
た
。
次
に
そ
の
分
析
に
基
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

日
本
出
土
例
は
一
四
例
あ
る
。

（
弥
生
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
①
佐
賀
累
三
養
基
郡
中
原
町
原
古
賀
、
町
南
遺
跡
（
住
居
趾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
②
　
福
岡
梁
北
九
州
市
若
松
区
岩
屋
、
箱
式
石
棺
墓
（
第
4
図
右
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
③
　
福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
西
区
馬
揚
山
字
荒
手
、
馬
場
山
遺
跡
四
一
号
a
土
鵬
墓
（
第
4
図
工
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
④
（
彷
製
）
岡
山
県
津
山
市
高
田
樋
ノ
池
附
近
（
第
5
爵
）

（
古
墳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
⑤
三
重
県
一
志
郡
嬉
野
町
一
志
、
筒
野
｝
号
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

＠＠＠＠＠＠＠＠＠
佐
賀
票
東
松
浦
郡
浜
玉
町
谷
口
、
谷
口
古
墳
（
第
6
図
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

島
根
個
県
八
束
郡
玉
湯
町
玉
吐
旭
、
玉
吐
氾
築
山
古
埼
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

山
口
県
山
口
市
下
宇
野
令
赤
妻
、
赤
妻
丸
山
古
墳

岡
山
県
総
結
随
庵
・
随
庵
古
撫
（
第
7
図
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

大
分
県
臼
杵
市
下
北
津
留
、
臼
塚
古
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

佐
賀
県
佐
賀
郡
大
和
町
久
留
間
、
男
女
神
社
西
爾
古
墳
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

大
阪
府
堺
｛
巾
百
舌
鳥
赤
畑
町
三
七
三
、
カ
ト
ン
ボ
山
古
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

大
阪
府
堺
市
浜
寺
船
尾
町
高
月
、
高
月
二
号
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葡

大
阪
府
堺
市
浜
寺
元
町
六
丁
目
、
塔
塚
古
墳

日
本
出
土
例
に
冒
を
向
け
て
み
た
い
。
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し畷全

　
㌔
・
・
，
一
じ
，
『
3
ノ

●
．

，
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e

・

く二考ク

第4図　 左：、ξ思揚口LI遺跡（互式），　右：岩屋二百磐石艶言（H式）

　
他
に
時
代
不
詳
の
日
本
出
土
例
が
八
例
あ
る
。
　
（
奈

　
⑯
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

良
県
・
神
奈
川
県
・
福
岡
県
・
滋
賀
県
・
大
阪
府
大
鳥

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

郡
・
大
阪
府
藤
井
寺
市
道
明
寺
・
香
川
県
大
川
郡
長
尾

⑫
　
　
　
　
　
　
⑳

町
・
福
岡
聖
福
寺
）

　
①
の
町
南
遺
跡
出
土
鏡
は
弥
生
後
期
の
住
居
祉
よ
り

出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
以
上
の
駒
留
を
知
り
難
い
。
補

修
孔
の
あ
る
小
破
片
で
、
片
方
の
胴
体
の
一
端
と
無
角

龍
の
頭
部
が
確
認
で
き
る
。
第
2
選
一
D
～
G
の
い
ず

れ
か
に
相
当
す
る
。
界
回
線
が
3
本
あ
り
、
か
つ
真
中

の
一
本
が
幅
広
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
明
白
な
H
式
の

特
徴
を
示
し
て
い
る
。
復
原
径
も
一
〇
・
一
㎝
と
1
式

と
し
て
手
頃
に
な
る
。

　
②
の
岩
屋
箱
式
石
棺
出
土
鏡
（
第
4
図
右
）
も
豆
式
に

属
す
る
。
遺
跡
の
実
体
が
わ
か
ら
な
い
。
胴
体
中
央
の

突
起
が
両
側
と
も
に
残
り
、
無
角
龍
の
頭
部
が
は
っ
き

り
残
り
、
有
験
龍
の
頭
も
類
推
が
で
き
る
。
第
2
図
I

D
に
近
い
。
界
圏
線
三
本
中
の
中
央
の
一
本
が
幅
広
に

な
り
、
復
原
径
も
九
・
九
㎝
と
H
式
の
枠
内
に
入
る
。

　
③
の
馬
場
山
遺
跡
出
土
鏡
（
第
4
図
左
）
は
1
式
に
属
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双頭龍文鏡（位至三公鏡）の系譜（西村）

譲
鰹
繍
雛

鋸盤馨夕
第5図　津山市樋ノ池付近（彷製）第6図谷口古頃（一式）

す
る
。
弥
生
後
期
と
し
か
知
ら
れ
な
い
。
外
周
に
復
原
数
一
八
の
連
弧
文
帯
が
あ
る
。
胴
体
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

央
の
突
起
が
両
側
と
も
に
残
っ
て
お
り
、
有
角
龍
の
頭
部
が
　
こ
れ
に
接
し
て
見
え
て
い
る
。

第
2
図
一
C
に
最
も
近
い
。
反
対
側
の
頭
も
恐
ら
く
龍
と
思
わ
れ
る
。
復
原
径
約
一
四
㎝
と
、

1
式
の
枠
内
に
収
ま
る
。

　
④
の
津
山
市
出
土
鏡
（
第
5
図
）
は
彷
製
で
あ
る
が
、
論
旨
に
関
連
す
る
の
で
取
上
げ
た
。
詳

し
い
遺
跡
年
代
は
わ
か
ら
な
い
。
外
周
よ
り
素
文
縁
・
斜
行
櫛
歯
文
帯
・
界
圏
線
三
本
と
続
く
。

内
区
は
紐
を
挾
ん
だ
二
本
の
平
行
線
で
二
分
さ
れ
、
片
側
に
四
つ
ず
つ
星
形
文
が
描
か
れ
て
、

の
こ
り
の
空
間
が
細
線
と
珠
点
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
高
倉
洋
彰
氏
が
述
べ
ら
れ
た
様
に
、

「
護
照
三
公
」
鏡
の
背
面
構
成
を
か
な
り
忠
実
に
写
し
て
お
り
、
そ
の
彷
製
鏡
と
し
て
よ
か
ろ

う
。
特
に
三
寸
線
が
二
本
で
は
な
く
三
本
引
か
れ
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
そ
の
彷
製
の
原
鏡
と

な
っ
た
鏡
は
皿
式
で
あ
っ
た
可
能
性
が
一
番
強
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
な
お
、
福
岡
県
京
都
郡
犀
川
町
山
鹿
二
号
箱
式
石
棺
出
土
鏡
（
第
1
図
i
4
）
は
、
紐
を
間
に

挾
ん
だ
直
線
に
よ
っ
て
内
区
を
二
分
す
る
形
を
取
っ
て
は
い
る
が
、
む
し
ろ
獣
首
鏡
の
く
ず
れ

と
言
う
に
近
い
。
四
方
に
張
り
出
す
糸
巻
座
の
う
ち
の
二
方
が
、
紐
を
間
に
挾
ん
だ
銘
驚
風
の

直
線
に
置
き
換
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
鼻
聾
線
を
二
本
引
く
や
り
方
と
共
に
、
助
王
里
出
土
鏡

（
第
－
図
1
3
）
と
大
変
良
く
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
助
王
里
出
土
鏡
の
獣
首
表
現
は
、
魏
の
甘

露
四
・
五
年
春
（
〉
●
　
H
）
●
　
b
◎
切
㊤
”
　
b
コ
ロ
O
）
よ
り
も
、
永
寿
二
年
鏡
（
鋭
，
懸
り
）
・
延
烹
九
年
鏡
（
》
・

∪
」
o
o
）
な
ど
二
世
紀
後
半
の
紀
年
鏡
の
そ
れ
に
む
し
ろ
近
い
。
閥
界
圏
線
を
二
本
引
く
や
り
方

や
雲
形
文
の
先
端
の
巻
き
方
な
ど
の
細
か
い
点
に
も
同
様
の
事
が
感
じ
ら
れ
る
。
鉦
の
形
状
を
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第7図　随庵古墳（皿式）

土
鏡
の
型
式
に
差
異
が
あ
る
事
に
す
ぐ
に
気
付
か
れ
る
。
弥
生
出
土
鏡
は
石
ケ
坪
箱
式
石
棺
出
土
鏡
を
仮
に
1
式
と
み
な
し
て
も
、

・
豆
式
又
は
そ
の
彷
製
鏡
の
範
囲
に
収
ま
り
、
皿
式
の
例
が
無
い
。

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
弥
生
出
土
鏡
と
古
墳
出
土
鏡
に
型
式
差
が
考
え
ら
れ
る
事
に
着
目
し
て
お
き
た
い

皿
式
の
う
ち
の
最
も
文
様
の
く
ず
れ
る
も
の
が
既
に
後
漢
代
に
出
現
し
て
い
る
事
が
確
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

常
識
的
に
二
世
紀
後
半
の
ど
こ
か
（
恐
ら
く
は
そ
の
後
半
）
に
あ
る
事
が
考
え
ら
れ
る
。

弥
生
出
土
鏡
に
そ
の
皿
式
を
含
ま
ず
、
二
世
紀
後
半
を
弥
生
出
土
鏡
の
下
限
と
す
る
形
で
区
別
さ
れ
る
事
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

考
慮
し
て
も
、
な
お
二
世
紀
の
枠
内
に
収
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
一
方
、
古
墳
出
土
鏡
一
〇
面
は
、
破
損
・
錺
な
ど
で
文
様
が
見
え
に

　
く
い
も
の
が
多
い
が
、
管
見
の
限
り
全
て
皿
式
に
属
す
る
。
⑤
・
⑨
・

　
⑩
・
⑭
の
四
面
は
風
雛
形
の
頂
部
に
龍
の
額
・
上
都
の
名
残
り
の
表
現

　
が
残
り
、
有
角
龍
の
角
の
先
端
の
名
残
り
の
蕨
手
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ

　
る
。
第
2
図
I
L
・
M
に
相
当
す
る
。
⑥
・
⑧
は
風
冠
形
の
表
現
が
最

　
も
便
化
し
た
形
に
な
り
、
蕨
手
も
見
え
ず
、
第
2
図
1
0
に
最
も
近
い
。

　
出
土
し
た
古
墳
の
年
代
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
⑥
の
谷
口
古
墳
出
土
例

　
（
第
6
図
）
が
文
様
的
に
新
し
く
、
⑨
の
随
庵
古
墳
（
第
7
図
）
・
⑩
の
臼

　
塚
古
墳
・
⑭
の
塔
塚
古
墳
出
土
例
が
旧
い
と
い
う
結
果
に
な
り
、
全
く

　
対
応
し
て
い
な
い
。
古
墳
の
実
年
代
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
こ
れ
も
あ
り
得

　
べ
き
結
果
と
言
え
よ
う
。

　
　
さ
て
、
日
本
出
土
鏡
を
通
観
し
て
み
る
と
、
弥
生
と
古
墳
で
そ
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
て
が
一

わ
ず
か
な
数
量
の
中
で
の
話
で
も
あ
り
、
筆
者
に
も
資
料
の
見
落
し
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
中
国
出
土
例
の
分
析
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
式
自
体
の
初
現
時
期
も
ご
く

　
　
　
　
　
　
　
弥
生
出
土
鏡
と
古
墳
出
土
鏡
が
こ
の
鏡
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
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双頭龍文鏡（位歪三公鏡）の系譜（西村）

　
ま
た
、
こ
の
式
の
鏡
に
止
ま
ら
ず
、
広
く
弥
生
出
土
鏡
全
体
を
概
観
し
て
み
て
も
、
確
実
に
三
世
紀
以
後
の
鏡
と
し
な
け
れ
ば
解
釈
の
つ
か

な
い
鏡
は
こ
れ
ま
で
の
所
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
は
通
称
位
至
三
公
鏡
の
再
分
析
を
目
標
と
す
る
本
論
だ
け
か
ら
は
導
き
出
せ
な
い
事
で
も
あ
る

の
で
、
一
つ
の
推
論
と
断
っ
て
述
べ
て
お
く
が
、
広
く
弥
生
出
土
鏡
全
体
も
二
世
紀
後
半
に
そ
の
下
限
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
こ
の
鏡
が
北
方
系
の
鏡
で
あ
る
と
い
う
点
も
、
難
語
へ
の
流
入
経
路
の
面
か
ら
興
味
深
い
。

①
未
確
認
例
・
未
報
告
例
は
い
ず
れ
も
論
旨
に
影
響
し
な
い
の
で
外
し
て
あ
る
。

　
な
お
、
筆
者
の
努
力
不
足
に
よ
る
資
料
の
見
落
し
が
当
然
考
え
ら
れ
る
の
で
、
御

　
教
示
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

②
　
佐
賀
県
立
博
物
館
『
地
下
の
遺
宗
麓
　
（
佐
賀
、
　
一
九
七
九
年
）
三
九
頁

③
北
九
州
市
遺
跡
分
布
調
査
団
『
北
九
州
の
埋
蔵
文
化
財
』
　
（
北
九
州
、
一
九
七

　
六
年
）

④
　
高
倉
洋
彰
「
鏡
」
　
『
三
世
紀
の
考
古
学
』
中
巻
（
東
京
、
　
一
九
八
一
年
）
図
三

　
－
四

⑤
　
樋
口
隆
康
『
古
鏡
図
録
』
　
（
東
京
、
一
九
七
九
年
）
図
版
一
九
四
（
署
ρ
ω
。
σ
の
）

⑥
　
三
重
祭
教
育
委
員
会
『
三
重
考
古
図
録
』
　
（
東
京
、
｝
九
五
四
年
）
図
版
四
二

　
i
二

　
　
後
藤
守
一
『
漢
歯
鏡
』
　
『
東
京
、
一
九
二
六
年
）
第
三
三
一
図

⑦
梅
原
宋
治
「
玉
島
村
谷
口
古
墳
」
『
佐
賀
県
文
化
財
報
膏
』
第
2
輯
（
佐
賀
、

　
一
九
五
三
年
）
図
版
一
｝
一
二
、
註
⑤
國
版
八
一
（
客
ρ
H
爵
）

⑧
　
浜
田
耕
作
編
『
出
雲
上
代
玉
作
遺
物
の
研
究
』
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学

　
研
究
報
告
第
一
〇
珊
（
東
京
、
一
九
二
七
年
）
図
版
一
一
一
上

⑨
弘
津
史
文
『
防
長
漢
式
鏡
研
究
』
（
山
口
、
…
九
二
八
年
）
図
版
二
一
、
註
⑤

　
図
版
八
○
（
累
ρ
屋
O
）

⑩
総
社
市
敦
育
委
員
会
『
随
庵
古
墳
』
（
京
都
、
一
九
六
五
年
）
図
版
四
一
二
、

　
註
⑤
図
版
八
○
（
堵
9
一
曾
）

⑪
　
賀
川
光
夫
『
大
分
県
の
考
古
学
』
　
（
東
京
、
一
九
七
一
年
V
第
一
〇
〇
図
右

⑫
　
註
⑦
に
同
じ
。

⑬
　
古
代
学
研
究
ム
置
『
カ
ト
ン
ボ
山
古
増
一
研
究
』
古
代
学
鴨
順
調
第
二
冊
（
山
望
都
、
　
一

　
九
五
三
年
）
図
版
一

⑭
　
森
浩
一
「
和
泉
躍
高
月
古
墳
調
査
報
告
」
　
『
古
代
学
研
霜
融
第
五
号
（
大
阪
、

　
一
九
五
一
年
）
三
〇
頁

⑯
　
森
浩
一
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
古
墳
時
代
の
考
古
学
』
　
（
東
京
、
　
～
九
七
〇
年
）

　
二
五
九
頁

⑯
　
後
蕨
欝
寸
一
　
『
漢
式
鰭
罰
』
　
（
申
果
山
凧
、
　
一
九
一
　
穴
加
十
）
　
二
〇
瓢
一
・
一
瓢
九
一
瓢
貝

⑰
同
右
、
二
〇
三
・
五
五
二
頁

⑱
　
同
右
、
二
〇
三
・
七
〇
九
頁

⑲
　
中
村
鉄
青
『
和
鏡
の
研
究
』
　
（
東
京
、
一
九
穴
～
年
）
図
版
六

⑳
　
大
場
磐
雄
『
鑑
鏡
』
日
本
考
宵
立
録
大
成
第
二
輯
（
東
京
、
一
九
二
九
年
）
図

　
版
三
四
、
註
⑤
図
版
八
｝
（
窯
ρ
一
騎
）

⑳
　
　
『
日
本
に
お
け
る
古
鏡
発
見
地
名
蓑
・
近
畿
地
方
1
』
　
（
｝
九
七
七
年
）
三
〇

　
頁

⑫
　
　
『
R
［
本
に
お
け
ろ
中
口
解
発
見
地
名
士
・
四
照
問
』
　
（
一
九
七
山
州
年
）
　
へ
四
｝
貝

⑱
　
育
回
橋
健
白
瓜
　
「
銅
罰
剣
銅
鉾
一
門
（
二
）
」
　
『
謡
鱒
古
学
雑
説
恥
』
　
鱗
盤
口
巻
第
｝
二
号
（
富
ハ

　
京
、
一
九
一
六
年
）
p
絵
写
真

⑳
　
復
原
位
置
に
若
干
の
狂
い
が
あ
る
。

㊥
高
倉
洋
彰
「
弥
生
特
代
小
形
彷
製
鏡
に
つ
い
て
」
　
『
考
古
掌
雑
誌
』
第
五
十
八

　
巻
第
王
号
（
東
京
、
一
九
七
二
年
）
二
〇
頁
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⑳
　
高
倉
氏
が
、
こ
の
鏡
と
「
位
盃
三
公
」
鏡
と
の
間
に
「
時
期
的
な
不
一
致
が
あ

　
る
」
と
さ
れ
る
点
に
は
心
意
し
難
い
。
高
倉
洋
彰
「
鏡
」
　
『
三
世
紀
の
考
古
学
』

中
巻
（
東
京
、
一
九
八
一
年
）
二
三
一
頁

⑰
　
第
二
節
註
⑤
に
同
じ
。

⑱
　
も
し
仮
に
狙
式
が
弥
生
遺
跡
か
ら
置
土
し
た
揚
含
に
は
、
そ
れ
は
ま
た
別
の
意

味
で
問
題
が
複
雑
に
な
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
節
に
お
け
る
弥
生
・
古
墳
の
二
期
区

分
の
粗
さ
に
対
し
て
は
、
漏
本
を
専
門
と
さ
れ
る
方
か
ら
の
御
不
満
が
予
想
さ
れ

　
る
。
資
料
の
綱
約
も
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
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六
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
従
来
位
至
三
公
鏡
と
呼
ば
れ
て
き
た
こ
の
式
の
鏡
に
種
々
の
分
析
を
加
え
て
み
た
。
と
も
す
れ
ば
「
．
魏
晋
鏡
」
・
「
六
朝
鏡
」
と
い
う

概
念
で
く
く
ら
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
こ
の
鏡
も
、
神
獣
鏡
・
獣
宝
鏡
・
菱
鳳
鏡
と
並
ん
で
や
は
り
二
世
紀
前
半
に
そ
の
初
登
が
あ
っ
た
事
を
確

め
え
た
。
二
世
紀
前
半
と
い
う
時
期
は
、
皇
漢
代
に
お
け
る
鏡
の
文
様
の
一
つ
の
転
換
期
で
あ
っ
た
と
雷
い
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
の
二
世
紀
前

半
の
時
点
で
登
場
す
る
鏡
が
三
世
紀
以
降
に
お
い
て
も
主
要
な
鏡
式
と
し
て
依
然
製
作
さ
れ
続
け
て
い
る
事
実
は
、
戦
国
後
期
・
悪
漢
前
期
・

西
漢
後
期
・
影
画
前
期
・
東
漢
後
期
と
ほ
ぼ
一
世
紀
単
位
で
定
期
的
に
大
き
な
変
化
を
示
し
て
い
た
鏡
式
の
変
遷
に
停
滞
が
起
っ
た
事
を
示
し

て
お
り
、
改
め
て
魏
晋
以
降
の
作
鏡
の
実
態
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
終
り
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
鏡
の
名
称
の
問
題
に
　
言
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
鏡
は
、
1
・
H
・
皿
式
を
通
じ
て
一
つ
の
文
様
の
変
遷
過
程

が
辿
れ
る
も
の
で
あ
り
、
鏡
式
と
し
て
設
定
す
る
場
合
に
も
、
筆
者
の
分
類
の
一
・
H
・
H
式
を
一
ま
と
め
に
事
え
る
薯
が
最
も
相
ふ
さ
わ
し

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
鏡
は
位
至
三
公
と
い
う
よ
う
な
、
皿
式
に
特
に
多
数
み
ら
れ
る
銘
文
を
名
称
と
し
て
冠
す
る
よ
り
は
、

内
区
主
文
に
基
い
て
双
頭
薬
玉
鏡
と
呼
称
す
る
事
の
方
が
、
文
様
に
即
し
原
則
に
即
し
て
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
考
え
る
。

　
1
式
の
中
に
は
頭
が
龍
で
は
な
い
獣
・
鳳
の
表
現
に
な
る
も
の
も
若
干
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
多
く
は
な
い
。
こ
れ
を
一
括
し
て
扱
っ
て
も

さ
し
て
問
題
に
は
な
る
ま
い
。
又
、
中
国
鏡
の
文
様
と
し
て
は
、
胴
体
の
片
方
の
先
端
に
二
つ
以
上
の
頭
を
つ
け
た
、
番
わ
ば
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ

チ
風
の
龍
は
存
在
し
な
い
の
で
、
　
「
双
頭
龍
文
鏡
」
と
い
う
名
称
で
他
鏡
を
連
想
混
同
さ
れ
る
心
配
は
ま
ず
な
い
と
思
わ
れ
る
。
　
「
双
龍
鏡
」

で
は
二
頭
の
盤
龍
鏡
や
春
秋
鏡
・
前
漢
鏡
の
一
部
に
見
ら
れ
る
龍
二
匹
を
主
文
と
す
る
鏡
と
の
混
同
が
気
に
な
る
し
、
　
㎜
、
双
銀
鏡
㎏
で
は
「
双



龍
車
」
と
同
様
の
問
題
が
あ
る
上
、
龍
文
が
主
役
に
な
っ
て
い
る
事
を
表
現
で
き
な
い
。
以
上
の
考
え
か
ら
、
筆
老
分
類
の
一
・
∬
・
通
式
を

一
ま
と
め
と
し
て
促
え
、
こ
れ
に
双
頭
龍
文
鏡
の
名
を
冠
す
る
事
を
潜
越
な
が
ら
提
案
し
て
お
き
た
い
。

　
筆
者
自
身
は
、
位
至
三
公
と
い
う
名
称
を
今
後
と
も
使
用
す
る
事
は
学
闊
的
に
得
策
で
は
な
い
と
考
え
た
上
で
、
以
上
の
様
な
提
案
を
行
な

っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
多
く
の
研
究
者
が
こ
の
鏡
に
て
ん
で
ば
ら
ば
ら
の
名
称
を
つ
け
は
じ
め
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て

は
、
か
え
っ
て
別
の
問
題
が
起
っ
て
逆
効
果
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
点
を
と
く
と
御
配
慮
の
上
、
先
学
諸
氏
の
御
意
見
を
賜
わ
り
た
い
。

　
鏡
の
研
究
は
、
そ
の
歴
史
の
古
さ
の
割
に
は
、
ま
だ
ま
だ
目
の
行
き
属
か
な
い
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
系
統
的
・
体
系
的
な
分
析
の
積

み
重
ね
が
何
よ
り
も
緊
要
と
さ
れ
よ
う
。

　
　
〔
付
記
〕
　
本
稿
は
一
九
七
三
年
度
の
京
都
大
学
文
学
部
に
お
け
る
レ
ポ
ー
ト
並
び
に
　
九
七
五
年
度
の
京
都
大
学
大
学
院
に
お
け
る
演
習
発
表
に
加
筆
し

　
た
も
の
で
す
。
私
事
の
為
に
発
表
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
御
指
導
い
た
だ
い
た
小
林
行
雄
・
樋
口
隆
康
・
小
野
山
節
先
生
は
じ
め
、
研
究
室
諸
先
輩
の
学
恩
に

　
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
追
雫
凹
学
院
大
学
非
常
効
諺
師
、
兵
庫
県
酉

双頭龍文鏡（位至三公鏡）の系譜（西村）

115 （115）



A　Genealogy　of　the　Bronze　iTNZIirror　Sbtbryabmon－lfyb

　　　　　　双頭龍．文鏡or　Ishisank∂・Ky∂位至三公鏡

by

Toshinori　Nishimura

　　The　form　of　the　bronze　mirrors　called　lshisannle6－by6　ls　one　of　the

typical　in　Claina　after　the　latter　half　of　the　2nd　centttry．　The　motif

of　the　main　pattern　of　these　mirrors　has　not　been　identified．　But

analyziBg　then　mjnutely，　we　can　trace　back　the　process　of　the　defor－

matlon　of　thelr　patte’rn．　The　origlnal　motif　is　found　to　be　S6t6rptde－

mon：a　motif　of　a　dragon　with　two　heads　at　both　ends．　So　1　advocate

that　the　name　of　these　mirrors　should　be　changed　to　S6t6rydimon－ky6．

And　thls　process　not　only　began　in　the　2Rd　century　but　also　finished

in　the　same　century．

　　As　regards　lshisanle6－Ky　6　dug　up　in　Japan，　1’ve　also　considered

those　in　the　Yayoゴ弥生period　and　Kofwn古墳period呈s　clearly　sepa－

rated．　As　compared　with　the　mlrrors　ln　the　Kohun　period，　those　in

the　距yqタperiod　have　only　the　patterns　less　deformed．
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